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　30歳の誕生日の、そして日本武道館ライヴの当日である3月

31日、坂本真綾が初のベスト・アルバム『everywhere』をリリー

ス。これまでに発表した楽曲のなかから彼女自身がセレクトし

た30曲（2枚組）には、アーティストとしてのアイデンティティを

求め、その表現を磨き上げてきた彼女の15年が色濃く反映さ

れている。菅野よう子、鈴木祥子などによる楽曲ももちろん、す

べて高品質。素晴らしいクオリティと深い精神性がひとつになっ

たポップ・ミュージックの数々をじっくりと堪能してほしい。

― ― 坂 本 真 綾 さん の 1 5 年 の 軌 跡 が 伝 わ っ て くる 、意 義

深 いベス ト・ ア ル バ ム だと思 いま す 。選 曲 ・ 曲 順 の 基 準

は 何 だっ たん で す か ？

坂 本 真 綾 （ 以 下 、同 ） 　「意外性みたいなものは必要なく

て、正しいベストっていうのかな、自分にとっての15年間を

端的に語れるアルバムにしたかったんですよね。（DISC-

1、DISC-2に）それぞれ15曲ずつ、30歳の誕生日に出すっ

て決めたら、意外とあっさり選べたんですけどね。曲順はも

う、自分の聴きたい順番に並べて」

― ― デ ビ ュ ー か ら の 1 5 年 を振 り返 る 、いい きっ か けにも

な っ たの で は ？



　「そうですね。10周年ではなく、15周年の方に節目を感じ

ているっていうのも、私にとってはすごく自然なことなんです。デビューからずっと菅野よう子さんにプロ

デュースしてもらってたんですけど、9年目で環境が変わって、いろんな方の楽曲を歌わせてもらうように

なって。だから10年目のときは、とても過去を振り返る気持ちにはなれなかったんです。いまは前しか見て

はいけない、っていう」

― ― ア ル バ ム 『 夕 凪 L O O P 』 （ 2 0 0 5 年 ） の タイミン グで す よ ね 。

　「はい。でも、去年『かぜよみ』というアルバムを完成させてたことで、“菅野さん時代”“それ以降”って別

れていたものが、自分のなかでひとつにできた気がして。いまだったら全体を見渡して、“私はこんな歌を

歌ってきました”って、冷静に、おだやかに振り返ることができると思ったんですよね」

― ― よ う や く、坂 本 真 綾 という ア ー テ ィス トの ア イデ ン テ ィテ ィを確 立 で きたの か も 。

　「そういう意識が目覚めたのは2ndアルバムの『DIVE』（98年）からなんです。自分の名前でＣＤを出す

ようになって、見ず知らずの人から手紙をもらったりして。最初は“おもしろい、うれしいな”って思ってたん

ですけど、それがだんだん、自分の手に負えない範囲まで広がっていく。自分がどういう人間かなんて自

分でもわからないのに、歌を聴いた人が“坂本真綾はこういう人”っていうイメージを持つ――それは怖い

というか、とにかくすごいことだなって。『DIVE』からは半分以上の曲で歌詞を書くことにしたんですけど、そ

こでは少しでも実際に近い自分を見てもらいたかったし、音楽以上に“自分の言葉で伝える”ということに

比重を置くようになったんですよね」

― ― 歌 詞 を書 くこ とで 、よ り自 分 に近 い表 現 が で きる よ

う にな っ た、と。

　「20代になってからは少しずつ、身を削るようにして書か

なくても大丈夫なんだってことがわかってきて。思いをその

まま言葉にすることが、必ずしも伝わるわけではない。た

とえば自分の一部分をデフォルメして書いてみたり、“言い

たいことはひとつのフレーズだけで、あとは言葉遊びでも

いい”ということだったり、経験のないことをフィクションとし

て書いたり。どんどん言葉も単純になってきた気がします

ね。ストレートに表現することに照れがなくなってきたとい

うか」

― ― ベス ト・ ア ル バ ム の 最 後 に収 録 され て い る 新 曲

「 e ve r ywh e r e 」 は 、現 時 点 における ひ とつの 答 え な の

か も しれ な いで す ね 。 “ 帰 る べ き場 所 は 、す ぐ その 場 に



坂本真綾 ／

eve rywhe re

[2CD+DVD] [SHM-CD]

[限定]

VTZL-15　税込3,780円　

発売日：2010/03/31

声優やシンガー、作詞家、女優、

ラ ジオDJなど、多方……

あっ た” っ て いう 。

　「＜everywhere＞はベスト盤に入れるために書いた曲ではなくて、去年、海外に５週間ひとり旅をしたと

きに原型が出来たんですよ。ピアノのある宿に泊まったとき、ポロポロ弾きながら、メロディと歌詞が同時

に出てきて」

― ― “ 帰 る 場 所 ” っ て いう テ ー マ は 、その と きも 頭 の な か にあっ た ん で す か ？

　「自分のいるべき場所はここじゃない、っていう思いは常にあったと思います。満足できない状態という

か、“もっともっと”っていう欲張りな気持ちというか。でも、そのときの旅を通して――長い時間をかけて

『かぜよみ』を作り上げたっていう達成感もあったし――もっと身近な、すでに持っているものに感謝した

いっていう思いに初めて及んだんですよね。遠くにあるものばかりを見てると、つい自分を否定しまうし、

“もっとがんばらなくちゃ”と思ってしまう。そうじゃなくて、いまの自分を褒めてあげて、感謝しながら歩いて

もいいんじゃないかって」

― ― ラ ク にな っ て きた の か も 、いろん な 意 味 で 。

　「どうなんでしょうね？　根底には“追い込まれるのが好き”っていうヘンなクセもあるし、常に目標に向

かって動いてるほうがいいんですけどね。でも、長く続けていないとわからないことってたくさんあると思う

んです。自分の仕事がどんどん好きになってるし、このまま続けていくことで、その先にあるものが見てみ

たいなって」

取材・文／森 朋之（2010年3月）


